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鹿屋市産業支援センター

まちなかパークで
開催された開所式

産業支援センター前で行われたテープカット

　

４
月
３
日
、
北
田
町
の
旧
バ
ス

セ
ン
タ
ー
跡
に
オ
ー
プ
ン
し
た
鹿

屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
㈶
鹿

屋
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
「
鹿
屋
市
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
「
㈶
鹿
屋
市
中

小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
す
で
に
業
務
を
開
始
し

て
い
る
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の

や
」
の
３
つ
の
機
関
の
機
能
を
一

つ
に
整
え
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

第
一
次
産
業
を
生
か
し
た
内
発
型

産
業
の
振
興
と
、
企
業
誘
致
を
柱

と
し
た
産
業
振
興
や
雇
用
促
進
を

図
り
、
自
立
し
た
地
域
経
済
の
確

立
及
び
生
産
都
市
へ
の
構
造
改
革

を
目
指
す
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
知

識
や
情
報
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
民
間
出
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
起
業
や

事
業
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
事
業

者
や
団
体
、
個
人
を
対
象
に
、
各

種
相
談
へ
の
対
応
や
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
、
起
業
意
欲
の

あ
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

中
小
企
業
が
単
独
で
は
実
施
が
難

し
い
、
勤
労
者
の
た
め
の
福
利
厚

生
事
業
な
ど
を
大
企
業
並
み
に
行

う
施
設
で
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

２
階
に
開
所
。
一
般
健
康
診
断
や

人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対
す
る
助
成

を
行
う
福
利
厚
生
事
業
、
お
祝
金
、

障
害
、
傷
病
及
び
死
亡
弔
慰
金
な

ど
の
給
付
す
る
共
済
給
付
事
業
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

北
田
町
の
ま
ち
な
か
パ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、
約
１
０

０
人
が
出
席
。
山
下
市
長
が
「
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
３
機
関
と

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
大
隅
地
域
の
産
業
振
興

の
拠
点
と
し
て
地
域
経
済
及
び
中

心
市
街
地
の
活
性
化
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
前
に
場
所
を
移
し
て
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４
─40
─７
８
９
０

　

 

㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４
─40
─９
９
３
１

旧バスセンター跡地に建てられた産業支援センター

中村奏
すすむ

ビジネスマネージャー

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た


